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２２  資資産産のの説説明明  

  

２２..１１  資資産産のの詳詳細細  

本節では，資産の詳細について詳述する。 

「（１）概要」では，各構成資産の歴史，空間構成・配置の特徴等を述べる。 

「（２）主たる構成要素」では，各構成資産の主要な構成要素を説明する。保存状況は構

成資産によって異なるものの，近世当時に建築され，本質的な価値を示す建造物が現存し

ており，それら建造物を「ア当初建造物」として説明する。次に，近世当時の建造物が現

存しなくとも，発掘調査を行って地下遺構の保存状況を調査し，確認された地下遺構を保

護することを原則としつつ，古文書や古写真といった諸記録をもとに近世当時の姿に復元

した建造物がある。これらは構成資産の本質的な価値を補強する役割を果たしていること

から，「イ復元建造物」として述べる。 

さらに，咸宜園と豆田町については，復元されていなくとも地下遺構が良好に残されて

いる建造物跡があることから，「ウ地下遺構が現存」する建造物についてとりあげる。 

「（３）関連建造物」では，明治以降に建築されたものの，各構成資産の本質的な価値を

補強する役割を果たす建造物について述べる。 

２２..１１..１１  足足利利学学校校  

指指定定名名称称 足利学校跡 

保保護護・・文文化化遺遺産産のの種種類類 記念物（史跡） 

教教育育遺遺産産のの類類型型 官立（官営）学校 

指指定定等等にによよりり保保護護さされれてていいるる面面積積 18,179 ㎡ 

（（11））概概要要  

足利学校は，現存する日本最古の学校である。

起源は，９世紀から 13 世紀など諸説あるが，文

献 上 そ の 具 体 像 が 明 確 に な る の は ， 応 永

30(1423)年の『学校省行堂日用憲章』に学校の

名が記され，関東管領の上杉憲
のり

実
ざね

が，学田と書

籍を寄進し学規を定めた頃からである。16 世紀

中頃には宣教師フランシスコ・ザビエルが「日

本国中最も大にして，最も有名な坂東の大学（原

語ではアカデミア）」と記し，当時の日本屈指の

学校として世界へ紹介している。律令制度の弱

体化で京都の大学寮，勧学院，学問所が衰退す 写写真真 22--11  足足利利学学校校（（方方丈丈・・南南庭庭園園苑苑池池））  

※※歴歴史史的的建建造造物物をを史史料料等等をを用用いいてて過過去去のの時時代代のの姿姿にに戻戻すすここととががああるるがが，，ここのの行行為為をを「「復復

原原」」ままたたはは「「復復元元」」とと呼呼んんででいいるる。。本本書書でではは，，絵絵図図やや記記録録，，ままたたはは古古写写真真等等のの典典拠拠ををもも

ととにに再再現現すするる行行為為ににつついいてて「「復復元元」」をを統統一一ししてて使使用用すするる。。ままたた，，災災害害やや経経年年劣劣化化でで損損傷傷

しし失失っったた部部分分をを修修理理すするる場場合合はは「「修修復復」」，，そそのの他他，，先先進進事事例例にに倣倣うう等等のの軽軽微微なな修修理理ををすす

るる場場合合はは，，「「整整備備」」をを用用いいるる。。 
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１１..４４  資資産産及及びび緩緩衝衝地地帯帯のの範範囲囲図図  

資産の地図上の位置は，図図 11--11 に示すとおりである。 

なお，今後，資産の保存管理及び緩衝地帯を検討し，緩衝地帯の位置・範囲及び法的保護

区分を示す図面を作成していく。 

  

 図図 11--11  構構成成資資産産のの位位置置図図  

  

  

１１..５５  資資産産のの面面積積    

 各構成資産の面積を表表 11--22 に示す。 

 

表表 11--22  構構成成資資産産のの面面積積  

№ 構成資産の名称 
構成資産の面積

（㎡） 

1 足利学校 18,179 

2 閑谷学校 38,327 

3-1 咸宜園 6,647 

3-2 豆田町 107,000 

4-1 弘道館 34,105 

4-2 偕楽園 138,493 

合 計 342,751 

  

  

  

  

  

１  足利学校 

４-１  弘 道 館 

４-２  偕 楽 園 

２  閑谷学校 

３-１  咸 宜 園 

３-２  豆 田 町 



- 5 - 

 

（（22））主主たたるる構構成成要要素素                                      ※※PP4422 表表 22--11 参参照照  

アア  当当初初建建造造物物  

①①  入入
にゅう

徳徳
とく

門門
もん

  

足利学校に入る最初の門で，南面して建つ。

天保２(1831)年鑁
ばん

阿
な

寺
じ

安養院の火災により焼

失し，天保 11（1840）年頃修築された。明治 42

（1909）年に裏門を移築したと伝わる。「入徳」

は朱熹
し ゅ き

の『大学朱熹章句』にある「子程子曰く，

大学は孔氏の遺書にして，初学の徳に入るの門

なり。」に由来し，入学するための最初に潜る

門として位置づけられている。 

額束に紀州藩第 11 代藩主徳川斉
なり

順
ゆき

の書とさ

れる「入徳」の扁額を掲げる。左右に丸
まる

雁
がん

振
ぶり

瓦
がわら

をのせた袖
そで

塀
べい

が付く。 

  

②②  学学校校門門 

入徳門と 杏
きょう

壇
だん

門
もん

の間に位置する門で，南面

して建つ。学校門を潜ると堀と土塁で囲まれ

た学校敷地に入ることになることから，正門

として位置づけられる。額束に「学校」の扁額

を掲げる。扁額は当初，弘
こう

治
じ

元（1555）年に来

日した中国明朝の使節蔣 竜 渓
しょうりゅうけい

が揮
き

毫
ごう

した文

字を使おうとしたが，当時の冠
かぶ

木
き

門
もん

に掲げる

には大きすぎたため，近世に入り，足利郡を支

配していた土井利房の依頼により，『続
ぞく

本
ほん

朝
ちょう

通
つ

鑑
がん

』の編集などに従事した儒学者狛
こま

高庸
たかやす

が縮模した。現在は扁額を保護するため，

昭和 47(1972)年に複製が掛けられ，オリジナルの扁額は庫裏
く り

内部の展示ケースに収め

られている。左右に桟
さん

瓦
かわら

葺
ぶき

の袖塀が付く。 

  

③③  杏杏
きょう

壇壇
だん

門門
もん

  

  大成
たいせい

殿
でん

（孔子堂）の門で，南面して建つ。

「杏壇」とは孔子が弟子に学問を講じたとこ

ろを指す。「杏壇」の扁額は紀州藩第 10 代藩

主徳川治
はる

宝
とみ

の書で，天保 14(1843)年に掲げら

れたものである。明治 25(1892)年の学校西方

の火災により，屋根・及び門扉を焼失し，扁

額も損傷著しいことから現在は庫裏内部の

展示ケースに収められている。左右に本瓦葺

写写真真 22--33  学学校校門門  

写写真真 22--44  杏杏壇壇門門  

写写真真 22--22  入入徳徳門門  
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るなかで，古代以来の学問を近世へとつなぐ役割を果たすとともに，17 世紀半ばには

大成殿（孔子堂
こ う し ど う

）が建てられ，近世の学問教育の基盤となった。近世を通して，上杉

憲実以来の漢籍等の蔵書を求めて，多くの文化人や学者がこの学校を訪れた。 

足利学校の敷地はほぼ 15 世紀に定まった。図図 22--11 に示すように，近世になると全

体は大きく東西に分かれ，西側を孔子廟区域，東側を学問所区域としている。学問所

の敷地は，地域により東西ないし南北に分ける違いがあるが，足利学校では中国に始

まり東アジア全域に広がった伝統的な東西役割を踏襲している。 

足利学校に現存する最古の建築は，寛文８(1668)年に建築された大成殿および学校

門であり，現存する日本最古の学校建造物を有する学校とされる。建築の配置と様式

において近世学校建築と異なるが，それは，敷地内に方丈・庫裡・書院を配置するな

どの禅宗寺院に由来するものである。 

足利学校は明治初期に廃校となり，東半分は新たに小学校の敷地に利用されたが，

平成２(1990)年に近世中期の姿に復元され現在の配置となる。堀と土塁に囲まれた構

内の西側に南面して足利学校を象徴する大成殿があり，その南に杏壇門，学校門，入

徳門がある。東側には復元された主要建造物の方丈・庫裡・書院がある。 

構内南東隅の衆寮は４つの小部屋からなり，学徒の学習や生活の場であった。文庫

は大成殿の東側次いで南東側にあったが，明治 15（1882）年頃に南西隅に新築した。  

図図 22--11  足足利利学学校校跡跡のの指指定定範範囲囲とと主主なな構構成成要要素素  
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（（22））主主たたるる構構成成要要素素                                      ※※PP4422 表表 22--11 参参照照  

アア  当当初初建建造造物物  

①①  入入
にゅう

徳徳
とく

門門
もん

  

足利学校に入る最初の門で，南面して建つ。

天保２(1831)年鑁
ばん

阿
な

寺
じ

安養院の火災により焼

失し，天保 11（1840）年頃修築された。明治 42

（1909）年に裏門を移築したと伝わる。「入徳」

は朱熹
し ゅ き

の『大学朱熹章句』にある「子程子曰く，

大学は孔氏の遺書にして，初学の徳に入るの門

なり。」に由来し，入学するための最初に潜る

門として位置づけられている。 

額束に紀州藩第 11 代藩主徳川斉
なり

順
ゆき

の書とさ

れる「入徳」の扁額を掲げる。左右に丸
まる

雁
がん

振
ぶり

瓦
がわら

をのせた袖
そで

塀
べい

が付く。 

  

②②  学学校校門門 

入徳門と 杏
きょう

壇
だん

門
もん

の間に位置する門で，南面

して建つ。学校門を潜ると堀と土塁で囲まれ

た学校敷地に入ることになることから，正門

として位置づけられる。額束に「学校」の扁額

を掲げる。扁額は当初，弘
こう

治
じ

元（1555）年に来

日した中国明朝の使節蔣 竜 渓
しょうりゅうけい

が揮
き

毫
ごう

した文

字を使おうとしたが，当時の冠
かぶ

木
き

門
もん

に掲げる

には大きすぎたため，近世に入り，足利郡を支

配していた土井利房の依頼により，『続
ぞく

本
ほん

朝
ちょう

通
つ

鑑
がん

』の編集などに従事した儒学者狛
こま

高庸
たかやす

が縮模した。現在は扁額を保護するため，

昭和 47(1972)年に複製が掛けられ，オリジナルの扁額は庫裏
く り

内部の展示ケースに収め

られている。左右に桟
さん

瓦
かわら

葺
ぶき

の袖塀が付く。 

  

③③  杏杏
きょう

壇壇
だん

門門
もん

  

  大成
たいせい

殿
でん

（孔子堂）の門で，南面して建つ。

「杏壇」とは孔子が弟子に学問を講じたとこ

ろを指す。「杏壇」の扁額は紀州藩第 10 代藩

主徳川治
はる

宝
とみ

の書で，天保 14(1843)年に掲げら

れたものである。明治 25(1892)年の学校西方

の火災により，屋根・及び門扉を焼失し，扁

額も損傷著しいことから現在は庫裏内部の

展示ケースに収められている。左右に本瓦葺

写写真真 22--33  学学校校門門  

写写真真 22--44  杏杏壇壇門門  

写写真真 22--22  入入徳徳門門  
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の 浚
しゅん

渫
せつ

を繰り返していることが確認された。 

 

⑦⑦  歴歴代代 庠庠
しょう

主主
しゅ

のの墓墓  

大成殿の北側にあり，石列で区画された東

西 11 メートル，南北 2.2 メートルの範囲の中

に無
む

縫
ほう

塔
とう

などからなる歴代庠主（校長）の墓

石が 20 基並ぶ。このうち，刻まれた名前から

墓の主が明らかなものは，第 14 代から第 19

代まで，第 21 代，第 22 代の８名である。 

  

⑧⑧  松松川川
まつかわ

東東山山
とうざん

のの墓墓碑碑 

歴代庠主の墓域の南西に接し，竹垣で区画

された東西 4.95 メートル，南北 2.9 メートル

の敷地中央に建つ。 

松川東山は会津出身の漢学者。若くして江戸に出て漢学を学んだ後，京都に出て伊

藤仁斎の古義堂に入門し，仁斎を終生の師と仰いだ。再び江戸に戻り私塾を開いたが，

足利学校が衰退していることを聞き，友人らと足利に赴き再興を図るも，志半ばにし

て寛政６(1794)年に病没した。遺言により，寛政８(1796)年に墓碑が大成殿の側に建

てられ，友人である太田錦城が碑文を書いた。 

  

イイ  復復元元建建造造物物（（平平成成２２（（11999900））年年復復元元））  

    明治６(1873)年に足利学校跡の敷地の一部が小学校（のち足利市立東小学校）にな

り，方丈などが取り壊された。校舎老朽化に伴い，昭和 56（1981）年に東小学校の移

転が決まった。翌年，史跡内の発掘調査が始まり，その成果や寛政年間（1789～1801）

の絵図面である「境内
けいだい

惣
そう

坪
つぼ

数
すう

並
ならびに

諸
しょ

建
こん

立
りゅう

物
ぶつ

絵
え

図
ず

」などをもとに，平成２(1990)年に地

下遺構を保護しながら，方丈，庫裡，講堂を含む建造物 7 棟と庭園を近世中期の姿に

復元した。 

①①  方方
ほう

丈丈
じょう

  

 講義，学習，様々な行事で使用された建造物

で，禅宗寺院の方丈に従った構成をとる。座敷

は東西３間，南北２間の６間に区切れ，中央北

側に仏殿の間，西北側に尊牌の間（徳川歴代将

軍の位牌を安置）が配される。仏殿の間，尊牌

の間は板張りの床で，それ以外の間は畳敷き

になっている。 瓦
かわら

葺
ぶき

正
しょう

面
めん

唐
から

破
は

風
ふ

造
づくり

の玄関が

庫裡との間に位置し，吹き抜けの北廊でも方

丈とつながる。 

 

写写真真 22--88  方方丈丈内内部部  

写写真真 22--77  歴歴代代庠庠主主のの墓墓  
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の袖塀が付き，東袖塀中央に脇戸が開く。袖塀には大成殿を囲む形で築
つい

地
じ

塀
へい

が接続す

る。築地塀は寛文８(1668)年建設された。桟瓦葺，腰石垣積，東面には板唐戸２枚の

潜戸が１か所開く。 

  

④④  大大
たい

成成
せい

殿殿
でん

（（孔孔
こう

子子
し

堂堂
どう

））  

  孔子を祀る堂宇であり，足利学校の最も重

要な建造物である。寺社奉行井上河内守正利

の設計図により寛文８（1668）年に建立され，

現存する国内最古の孔子堂である。一重裳階

付の重層構造は中国の聖廟（曲阜の孔子廟）

を模すが，桁行三間，梁間三間，寄棟造，本

瓦葺という構造と意匠には，大陸由来の仏堂

が日本建築として定着した先例との類似も

見られ，伝統と格式を備えた造りとなってい

る。「大成殿」の扁額は京都の浄土宗大本山

華
か

頂
ちょう

山
ざん

知
ち

恩
おん

院
いん

の尊
そん

超
ちょう

法
ほっ

親
しん

王
のう

の揮毫により天保６(1835)年に掲げられた。内部には，現

存する国内最古の孔子坐像である天文４(1535)年制作の「孔子坐像」（栃木県指定文化

財）及び，足利学校を創建したと伝えられる「小
お

野
のの

篁
たかむら

坐
ざ

像
ぞう

」（足利市重要文化財）が

安置されている。また，毎年 11 月 23 日には孔子及びその弟子の遺徳を祀る「釋奠
せきてん

」

（足利市重要文化財）が堂内で行われている。 

  

⑤⑤  正正
しょう

一一
いち

位位
い

霊霊
れい

験験
げん

稲稲
いな

荷荷
り

社社
しゃ

  

  天文 23（1554）年，足利学校の鎮守である

稲荷大明神像が傷み，社殿も破損していたた

め，八幡神を合祀した新社殿が造立された。

霊験あらたかで近世には近在の信仰を集め，

祭礼も盛んで多くの人々が参詣した。明和７

(1770)年，第 16 世庠主
しょうしゅ

千渓
せんけい

元泉
げんせん

によって正

一位霊験稲荷社と改められ，明和９（1772）

年には，梅や竜などの彫刻が取り付けられ

た。明治 42（1909）年，現在の遺蹟図書館の

位置から，南堀を埋立てた現在地に移設した。 

  

⑥⑥  堀堀・・土土塁塁（（西西半半分分））  

 長方形の学校敷地西半分を囲
い

繞
にょう

する。近年の発掘調査によって，明治末から大正初

期にかけての西側敷地拡張に伴い，西堀及び北堀北西部を埋め立て，その堀跡の上に

西土塁・北土塁を築き直したことと，堀南西部を埋め立て，正一位霊験稲荷社を移築

したことが確認された。学校門西側の南土塁は土塁の中では旧状をよく留める唯一の

部分である。すべての堀は出土遺物から近世以前には造られていたと考えられ，数度

写写真真 22--55  大大成成殿殿（（孔孔子子堂堂））  

写写真真 22--66  正正一一位位霊霊験験稲稲荷荷社社  
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の 浚
しゅん

渫
せつ

を繰り返していることが確認された。 

 

⑦⑦  歴歴代代 庠庠
しょう

主主
しゅ

のの墓墓  

大成殿の北側にあり，石列で区画された東

西 11 メートル，南北 2.2 メートルの範囲の中

に無
む

縫
ほう

塔
とう

などからなる歴代庠主（校長）の墓

石が 20 基並ぶ。このうち，刻まれた名前から

墓の主が明らかなものは，第 14 代から第 19

代まで，第 21 代，第 22 代の８名である。 

  

⑧⑧  松松川川
まつかわ

東東山山
とうざん

のの墓墓碑碑 

歴代庠主の墓域の南西に接し，竹垣で区画

された東西 4.95 メートル，南北 2.9 メートル

の敷地中央に建つ。 

松川東山は会津出身の漢学者。若くして江戸に出て漢学を学んだ後，京都に出て伊

藤仁斎の古義堂に入門し，仁斎を終生の師と仰いだ。再び江戸に戻り私塾を開いたが，

足利学校が衰退していることを聞き，友人らと足利に赴き再興を図るも，志半ばにし

て寛政６(1794)年に病没した。遺言により，寛政８(1796)年に墓碑が大成殿の側に建

てられ，友人である太田錦城が碑文を書いた。 

  

イイ  復復元元建建造造物物（（平平成成２２（（11999900））年年復復元元））  

    明治６(1873)年に足利学校跡の敷地の一部が小学校（のち足利市立東小学校）にな

り，方丈などが取り壊された。校舎老朽化に伴い，昭和 56（1981）年に東小学校の移

転が決まった。翌年，史跡内の発掘調査が始まり，その成果や寛政年間（1789～1801）

の絵図面である「境内
けいだい

惣
そう

坪
つぼ

数
すう

並
ならびに

諸
しょ

建
こん

立
りゅう

物
ぶつ

絵
え

図
ず

」などをもとに，平成２(1990)年に地

下遺構を保護しながら，方丈，庫裡，講堂を含む建造物 7 棟と庭園を近世中期の姿に

復元した。 

①①  方方
ほう

丈丈
じょう

  

 講義，学習，様々な行事で使用された建造物

で，禅宗寺院の方丈に従った構成をとる。座敷

は東西３間，南北２間の６間に区切れ，中央北

側に仏殿の間，西北側に尊牌の間（徳川歴代将

軍の位牌を安置）が配される。仏殿の間，尊牌

の間は板張りの床で，それ以外の間は畳敷き

になっている。 瓦
かわら

葺
ぶき

正
しょう

面
めん

唐
から

破
は

風
ふ

造
づくり

の玄関が

庫裡との間に位置し，吹き抜けの北廊でも方

丈とつながる。 

 

写写真真 22--88  方方丈丈内内部部  

写写真真 22--77  歴歴代代庠庠主主のの墓墓  
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の袖塀が付き，東袖塀中央に脇戸が開く。袖塀には大成殿を囲む形で築
つい

地
じ

塀
へい

が接続す

る。築地塀は寛文８(1668)年建設された。桟瓦葺，腰石垣積，東面には板唐戸２枚の

潜戸が１か所開く。 

  

④④  大大
たい

成成
せい

殿殿
でん

（（孔孔
こう

子子
し

堂堂
どう

））  

  孔子を祀る堂宇であり，足利学校の最も重

要な建造物である。寺社奉行井上河内守正利

の設計図により寛文８（1668）年に建立され，

現存する国内最古の孔子堂である。一重裳階

付の重層構造は中国の聖廟（曲阜の孔子廟）

を模すが，桁行三間，梁間三間，寄棟造，本

瓦葺という構造と意匠には，大陸由来の仏堂

が日本建築として定着した先例との類似も

見られ，伝統と格式を備えた造りとなってい

る。「大成殿」の扁額は京都の浄土宗大本山

華
か

頂
ちょう

山
ざん

知
ち

恩
おん

院
いん

の尊
そん

超
ちょう

法
ほっ

親
しん

王
のう

の揮毫により天保６(1835)年に掲げられた。内部には，現

存する国内最古の孔子坐像である天文４(1535)年制作の「孔子坐像」（栃木県指定文化

財）及び，足利学校を創建したと伝えられる「小
お

野
のの

篁
たかむら

坐
ざ

像
ぞう

」（足利市重要文化財）が

安置されている。また，毎年 11 月 23 日には孔子及びその弟子の遺徳を祀る「釋奠
せきてん

」

（足利市重要文化財）が堂内で行われている。 

  

⑤⑤  正正
しょう

一一
いち

位位
い

霊霊
れい

験験
げん

稲稲
いな

荷荷
り

社社
しゃ

  

  天文 23（1554）年，足利学校の鎮守である

稲荷大明神像が傷み，社殿も破損していたた

め，八幡神を合祀した新社殿が造立された。

霊験あらたかで近世には近在の信仰を集め，

祭礼も盛んで多くの人々が参詣した。明和７

(1770)年，第 16 世庠主
しょうしゅ

千渓
せんけい

元泉
げんせん

によって正

一位霊験稲荷社と改められ，明和９（1772）

年には，梅や竜などの彫刻が取り付けられ

た。明治 42（1909）年，現在の遺蹟図書館の

位置から，南堀を埋立てた現在地に移設した。 

  

⑥⑥  堀堀・・土土塁塁（（西西半半分分））  

 長方形の学校敷地西半分を囲
い

繞
にょう

する。近年の発掘調査によって，明治末から大正初

期にかけての西側敷地拡張に伴い，西堀及び北堀北西部を埋め立て，その堀跡の上に

西土塁・北土塁を築き直したことと，堀南西部を埋め立て，正一位霊験稲荷社を移築

したことが確認された。学校門西側の南土塁は土塁の中では旧状をよく留める唯一の

部分である。すべての堀は出土遺物から近世以前には造られていたと考えられ，数度

写写真真 22--55  大大成成殿殿（（孔孔子子堂堂））  

写写真真 22--66  正正一一位位霊霊験験稲稲荷荷社社  
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囲む形で一山を配している。南築山の東の麓の井戸遺構の上に玉石を小口積に積み上

げた井筒上に御影石の井桁がのる。 

  

⑨⑨  北北庭庭園園   

方丈の北側，書院の西側に位置する築山泉水庭園。奥向きの庭として南庭園より格

式が高く，亀の形をした中島を配し，弁天を勧請した石祠を祀る。発掘調査の結果，

宝暦年間（1751～1764）頃の池の改修が認められたことから，作庭時期はさらに遡る

と推定されるが，年代は不明である。池の水深は 0.45～0.5ｍが標準で，遺構面が高

いところで 0.2ｍ程度。池床は耐久性や遺構保護を考慮して粘土を張る。護岸は池床

より水際までは玉石積み，その周辺は高麗芝を植生する。池尻は池の端部分から中央

開渠へ水を流す排水溝までで，その間を玉石で護岸した幅 0.3ｍの排水溝が通る。築

山は方丈から見て正面中央の池の北側に最も高い山を配し，その西と東側にそれぞれ

一山を配している。  

  

⑩⑩  堀堀・・土土塁塁（（東東半半分分））  

 学校敷地を囲繞する長方形の境界施設。平成２(1990)年に，発掘調査及び古絵図調

査の成果に基づき復元した。 

  

（（33））関関連連建建造造物物  

  明治 36（1903）年，足利町による足利学校の保存事業の一環として，足利学校伝来

の旧蔵書の保存を目的に史跡内に足利学校遺蹟図書館が発足し，大正４(1915)年に現

在の建造物が完成した。遺蹟図書館で旧蔵書の整理が進められ,『仮名別目録』，『貴重

書目録』，『足利学校遺跡沿革』,『足利学校遺蹟図書館古書分類目録』などが刊行・配

布され，足利学校旧蔵書の評価を高めた。昭和 55（1980）年に栃木県立足利図書館が

開館するまで公共図書館として活用された。遺蹟図書館には二つの書庫（文庫）があ

る。 

 また，旧蔵書を保管するために収蔵庫が建てられた。室内は収蔵室と前室を設け，

収蔵室には足利学校旧蔵書の内，国宝などに指定されている貴重書，特別書約 1,400

冊が収蔵されている。 

- 8 - 

 

②②  庫庫裡裡
く り

  

庠主や学生の日常生活の場であり，カマドのある土間に板敷きの台所，畳敷きの４

部屋があった。土間の南側に小物部屋，台所の東側に東下屋物置が位置する。東側・

西側に榑
くれ

縁
えん

が付く。土間上部のみ天井を張らず，小屋を表しとする。 

   

③③  書書院院 

 書院は庠主の書斎兼応接間として利用さ

れ，庫裡から北に続き，北端に便所，東側に湯

殿等が付属する。８畳２間の上の間，次の間

を南北に並べ，西側に内縁，さらに東西に榑

縁を付ける。 

  

④④  衆衆
しゅ

寮寮
りょう

 
 学生寮として使用されていた。現在残る絵

図面等の資料から寛延２(1749)年にはその存

在が認められるが，造営年代は不明である。平面は６畳間の前に土間を付けた寮室を

４室並べる。 

  

⑤⑤  木木小小屋屋 

薪や農具などが置かれたほか，漬物などの食料品も保管された。現在残る絵図面な

どの資料から寛延２（1749）年にはその存在が認められるが，造営年代は不明である。 

  

⑥⑥  土土蔵蔵  
 耐火建造物として貴重品などが保管された。現在残る絵図面などの資料から寛延２

（1749）年にはその存在が認められるが，造営年代は不明である。 

  

⑦⑦  裏裏門門  
 学生や一般来校者の通用門として使用された。現在残る絵図面などの資料から寛延

２(1749)年にはその存在が認められるが，造営年代は不明である。両脇にそれぞれ長

さ 10 尺の袖塀を付設する。東側に潜戸がある。 

  

⑧⑧  南南庭庭園園 

 方丈の南側に広がる築山泉水庭園である。発掘調査の結果，宝暦年間（1751～1764）

頃の池の改修が認められたことから，作庭時期はさらに遡ると推定されるが，年代は

不明である。池床は耐久性や遺構保護を考慮して粘土を張る。護岸は池床より水際ま

では玉石
たまいし

積
づ

み，その周囲は高麗
こうらい

芝
しば

を植生する。池尻は池の端部分から中央開渠
かいきょ

へ水を

流す排水溝までで，その間を玉石で護岸した幅 0.3ｍの排水溝が通る。築山は方丈か

ら見て正面中央の池の南側に最も高い山を配し，その東側に一山を配し，西側に池を

写写真真 22--99  書書院院  
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囲む形で一山を配している。南築山の東の麓の井戸遺構の上に玉石を小口積に積み上

げた井筒上に御影石の井桁がのる。 

  

⑨⑨  北北庭庭園園   

方丈の北側，書院の西側に位置する築山泉水庭園。奥向きの庭として南庭園より格

式が高く，亀の形をした中島を配し，弁天を勧請した石祠を祀る。発掘調査の結果，

宝暦年間（1751～1764）頃の池の改修が認められたことから，作庭時期はさらに遡る

と推定されるが，年代は不明である。池の水深は 0.45～0.5ｍが標準で，遺構面が高

いところで 0.2ｍ程度。池床は耐久性や遺構保護を考慮して粘土を張る。護岸は池床

より水際までは玉石積み，その周辺は高麗芝を植生する。池尻は池の端部分から中央

開渠へ水を流す排水溝までで，その間を玉石で護岸した幅 0.3ｍの排水溝が通る。築

山は方丈から見て正面中央の池の北側に最も高い山を配し，その西と東側にそれぞれ

一山を配している。  

  

⑩⑩  堀堀・・土土塁塁（（東東半半分分））  

 学校敷地を囲繞する長方形の境界施設。平成２(1990)年に，発掘調査及び古絵図調

査の成果に基づき復元した。 

  

（（33））関関連連建建造造物物  

  明治 36（1903）年，足利町による足利学校の保存事業の一環として，足利学校伝来

の旧蔵書の保存を目的に史跡内に足利学校遺蹟図書館が発足し，大正４(1915)年に現

在の建造物が完成した。遺蹟図書館で旧蔵書の整理が進められ,『仮名別目録』，『貴重

書目録』，『足利学校遺跡沿革』,『足利学校遺蹟図書館古書分類目録』などが刊行・配

布され，足利学校旧蔵書の評価を高めた。昭和 55（1980）年に栃木県立足利図書館が

開館するまで公共図書館として活用された。遺蹟図書館には二つの書庫（文庫）があ

る。 

 また，旧蔵書を保管するために収蔵庫が建てられた。室内は収蔵室と前室を設け，

収蔵室には足利学校旧蔵書の内，国宝などに指定されている貴重書，特別書約 1,400

冊が収蔵されている。 
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②②  庫庫裡裡
く り

  

庠主や学生の日常生活の場であり，カマドのある土間に板敷きの台所，畳敷きの４

部屋があった。土間の南側に小物部屋，台所の東側に東下屋物置が位置する。東側・

西側に榑
くれ

縁
えん

が付く。土間上部のみ天井を張らず，小屋を表しとする。 

   

③③  書書院院 

 書院は庠主の書斎兼応接間として利用さ

れ，庫裡から北に続き，北端に便所，東側に湯

殿等が付属する。８畳２間の上の間，次の間

を南北に並べ，西側に内縁，さらに東西に榑

縁を付ける。 

  

④④  衆衆
しゅ

寮寮
りょう

 
 学生寮として使用されていた。現在残る絵

図面等の資料から寛延２(1749)年にはその存

在が認められるが，造営年代は不明である。平面は６畳間の前に土間を付けた寮室を

４室並べる。 

  

⑤⑤  木木小小屋屋 

薪や農具などが置かれたほか，漬物などの食料品も保管された。現在残る絵図面な

どの資料から寛延２（1749）年にはその存在が認められるが，造営年代は不明である。 

  

⑥⑥  土土蔵蔵  
 耐火建造物として貴重品などが保管された。現在残る絵図面などの資料から寛延２

（1749）年にはその存在が認められるが，造営年代は不明である。 

  

⑦⑦  裏裏門門  
 学生や一般来校者の通用門として使用された。現在残る絵図面などの資料から寛延

２(1749)年にはその存在が認められるが，造営年代は不明である。両脇にそれぞれ長

さ 10 尺の袖塀を付設する。東側に潜戸がある。 

  

⑧⑧  南南庭庭園園 

 方丈の南側に広がる築山泉水庭園である。発掘調査の結果，宝暦年間（1751～1764）

頃の池の改修が認められたことから，作庭時期はさらに遡ると推定されるが，年代は

不明である。池床は耐久性や遺構保護を考慮して粘土を張る。護岸は池床より水際ま

では玉石
たまいし

積
づ

み，その周囲は高麗
こうらい

芝
しば

を植生する。池尻は池の端部分から中央開渠
かいきょ

へ水を

流す排水溝までで，その間を玉石で護岸した幅 0.3ｍの排水溝が通る。築山は方丈か

ら見て正面中央の池の南側に最も高い山を配し，その東側に一山を配し，西側に池を

写写真真 22--99  書書院院  
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閑谷学校は，明治４（1871）年岡山藩の廃止によって閉校となるが，翌々明治６（1873）

年には閑谷精舎として再興され，その後も閑
しず

谷
たに

黌
こう

・私立閑谷中学校・岡山県閑谷中学

校等と移り変わり，近代以降の教育制度の大幅な改変後も，脈々とその学びの伝統は

受け継がれた。また，聖廟では貞享３(1686)年に藩儒らによって孔子を祀る釈
せき

菜
さい

が実

施され，現在でも祭祀が行われている。 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

図図 22--22  閑閑谷谷学学校校のの指指定定範範囲囲とと主主なな構構成成要要素素  

- 10 - 

 

２２..１１..２２    閑閑谷谷学学校校  

指指定定名名称称 旧閑谷学校  

保保護護・・文文化化遺遺産産のの種種類類 記念物（特別史跡） 

教教育育遺遺産産のの類類型型 郷校（郷学）  

指指定定等等にによよりり保保護護さされれてていいるる面面積積 38,327 ㎡ 

（（11））概概要要  

  閑谷学校は，寛文 10(1670)年に設立された

世界最古の庶民のための公立学校で，岡山藩

主池
いけ

田
だ

光
みつ

政
まさ

が，村や地域の運営にあたる指導

者たちを養成する目的で設置した。 

岡山藩士の津田
つ だ

永
なが

忠
ただ

により整備が進めら

れ，学房が寛文 12（1672）年に，講堂が延宝元

（1673）年に，聖廟が延宝２(1674)年に建造さ

れ，光政の死後には長子綱政が学校の恒久化

を目指して校内建造物の改築を行った。現在 

の閑谷学校の規模は 17 世紀末に整った。 

教育内容は基礎的な手習い・算用・素読から儒学の講釈まで幅広く，階層を超えて

人々の共通の教養を広める役割を担った。武士や他地域の子弟も受け入れ，学校の教

育や運営に庶民出身者を登用するなど，学びと教えの両面で開かれた学校であった。 

閑谷学校の空間構成の特徴として，まず山あいの閑静な場所に立地する点が挙げら

れる。藩校等は藩の政治経済の中心地である城下に建てられる場合が多く，町の喧騒

や敷地の制約を受け，良好な教育環境の確保は難しい場合が多かった。他方，閑谷学

校は校名から連想する印象がその立地と合致し，現在なお建造物は静かな山間の地に

良好に保存されている。津田永忠の案内でこの地を見分した光政は，「山水清閑
さんすいせいかん

， 宜
よろしく

しく読書講学すべき地」と教育の場に相応しい環境として校地を定めた。山紫水明の

地に身を置くことによって修養を深める思想は，儒学の普遍的な基本思想である。 

現在も完成時の主要建築と配置がほぼ残り，堅牢な石塀で囲まれた敷地は四季の自

然と調和する学びの場の理想を示している。 

学びの場である講堂は現存する日本最古の学校講堂であり，宗教建築に準じた架構

と意匠を意識しつつ，生きた学びの場として質の高い空間設計の工夫がなされ，近世

初期の郷校唯一の作例として極めて貴重である。 

講堂の東側には，高台に聖廟と閑谷神社を配し，特に孔子を祭る聖廟は敷地の東側

に一段高く立地する。西には火除山を築き，出火しやすい日常空間（学房群）と儀式

空間が隔離されていることから，往時の防火意識の高さが知られる。 

光政を祀る芳
ほう

烈
れつ

祠
し

（現閑谷神社）や光政の爪や髪を納めた 椿
つばき

山
やま

により，庶民教育の

場という国替えなどで廃されやすい立場の学校を守る建造物配置としている。 

 学校施設として学房，講堂，聖廟という東アジアの儒教に基づく学校建築の一般的

な建造物の種類を備える。講堂，聖廟，芳烈祠には上質な木材，石材，瓦が使用され，

入念かつ周到な技術を投入しており，設計・施工・意匠の完成度が高い。 

写写真真 22--1100  閑閑谷谷学学校校（（講講堂堂））  
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２２..１１..２２    閑閑谷谷学学校校  

指指定定名名称称 旧閑谷学校  

保保護護・・文文化化遺遺産産のの種種類類 記念物（特別史跡） 

教教育育遺遺産産のの類類型型 郷校（郷学）  

指指定定等等にによよりり保保護護さされれてていいるる面面積積 38,327 ㎡ 

（（11））概概要要  

  閑谷学校は，寛文 10(1670)年に設立された

世界最古の庶民のための公立学校で，岡山藩

主池
いけ

田
だ

光
みつ

政
まさ

が，村や地域の運営にあたる指導

者たちを養成する目的で設置した。 

岡山藩士の津田
つ だ

永
なが

忠
ただ

により整備が進めら

れ，学房が寛文 12（1672）年に，講堂が延宝元

（1673）年に，聖廟が延宝２(1674)年に建造さ

れ，光政の死後には長子綱政が学校の恒久化

を目指して校内建造物の改築を行った。現在 

の閑谷学校の規模は 17 世紀末に整った。 

教育内容は基礎的な手習い・算用・素読から儒学の講釈まで幅広く，階層を超えて

人々の共通の教養を広める役割を担った。武士や他地域の子弟も受け入れ，学校の教

育や運営に庶民出身者を登用するなど，学びと教えの両面で開かれた学校であった。 

閑谷学校の空間構成の特徴として，まず山あいの閑静な場所に立地する点が挙げら

れる。藩校等は藩の政治経済の中心地である城下に建てられる場合が多く，町の喧騒

や敷地の制約を受け，良好な教育環境の確保は難しい場合が多かった。他方，閑谷学

校は校名から連想する印象がその立地と合致し，現在なお建造物は静かな山間の地に

良好に保存されている。津田永忠の案内でこの地を見分した光政は，「山水清閑
さんすいせいかん

， 宜
よろしく

しく読書講学すべき地」と教育の場に相応しい環境として校地を定めた。山紫水明の

地に身を置くことによって修養を深める思想は，儒学の普遍的な基本思想である。 

現在も完成時の主要建築と配置がほぼ残り，堅牢な石塀で囲まれた敷地は四季の自

然と調和する学びの場の理想を示している。 

学びの場である講堂は現存する日本最古の学校講堂であり，宗教建築に準じた架構

と意匠を意識しつつ，生きた学びの場として質の高い空間設計の工夫がなされ，近世

初期の郷校唯一の作例として極めて貴重である。 

講堂の東側には，高台に聖廟と閑谷神社を配し，特に孔子を祭る聖廟は敷地の東側

に一段高く立地する。西には火除山を築き，出火しやすい日常空間（学房群）と儀式

空間が隔離されていることから，往時の防火意識の高さが知られる。 

光政を祀る芳
ほう

烈
れつ

祠
し

（現閑谷神社）や光政の爪や髪を納めた 椿
つばき

山
やま

により，庶民教育の

場という国替えなどで廃されやすい立場の学校を守る建造物配置としている。 

 学校施設として学房，講堂，聖廟という東アジアの儒教に基づく学校建築の一般的

な建造物の種類を備える。講堂，聖廟，芳烈祠には上質な木材，石材，瓦が使用され，

入念かつ周到な技術を投入しており，設計・施工・意匠の完成度が高い。 

写写真真 22--1100  閑閑谷谷学学校校（（講講堂堂））  
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④④  文文庫庫  

  前室を付けた堅牢な２階建てで床板張り，化粧屋根裏である。閑谷学校で使用・収

蔵する書物を収納していた。一番外側が両開きの土
つち

戸
ど

，次に片引きの土戸，さらに内

側に竹格子戸となっており，３重の戸をたてる構造である。防湿・防火への厳重な意

識がうかがえる建造物である。 

  

⑤⑤  公公門門附附左左右右練練塀塀  

  講堂の南方に位置する。「御成門」とも呼び，藩主が臨学した際に通った門である。

本柱の後ろに控柱を２本立てて切妻屋根をのせた薬医門の建造物で，石塀と同時期に

設置された。普段は締め切っており，使われなかった。 

  

⑥⑥  聖聖廟廟 

  孔子廟又は西御堂とも呼ばれる。大成殿は正

方形をなしており，正面３間には各間に桟
さん

唐
から

戸
と

を入れ，東西側面には花
か

頭
とう

窓
まど

を置く。 

儒学の祖である孔子の像が安置される最も

重要な建造物であり，整備も建造物群の中では

早期の貞享元(1684)年に行われた。東階・西階

が中庭と大成殿を繋いでおり，聖廟が単独では

なく，複数の建造物が整然と配置されている点

が特徴的である。中央軸線上に建造物が位置す

るのではなく，軸線を挟んで左右に２つの建造物が並び，それぞれに通路（東階・西

階）を設ける点は，儒教の教えに基づく。備前焼の瓦が採用されており，床は亀甲型

の黒燻の瓦塼が敷かれる。 

  

⑦⑦  聖聖廟廟  厨厨
くり

屋屋
や

，，繁繁
けい

牲牲
せい

石石
せき

 

いずれも儒教の儀式を行うための施設である。厨屋は釈菜の際に祭壇へ供える供物

を調理した場所で，内部は土間とし，北側と西側に棚を設ける。繁牲石は祭事の際に

生贄の動物を供えるための石柱で，形式的な施設である。旧閑谷学校では現在でも，

秋に釈菜が行われている。 

  

⑧⑧  聖聖廟廟  文文庫庫 

  西階の西にある建造物で，腰に低くなまこ瓦を貼る。両開きの土戸と片引きの土戸

を立て，内部床は拭板張である。２段の書棚を設けている。 

  

⑨⑨  聖聖廟廟  外外門門，，練練塀塀，，石石階階  
  四脚門の外門は聖廟の正門で，軒内に那智黒石を敷きつめている。外門の左右から，

聖廟を囲う練塀が設置されている。塀の高さは約 1.6ｍで，外門の南側には広庭から

至る 19 級の石階が設置されている。 

写写真真 22--1133  聖聖廟廟  

- 12 - 

 

((22))主主たたるる構構成成要要素素                                ※※PP4433 表表 22--22 参参照照  

アア    当当初初建建造造物物  

①①  講講堂堂  

  敷地西側に所在し，広間式の講堂を中心に

して，小
しょう

斎
さい

・習
しゅう

芸
げい

斎
さい

及び飲
いん

室
しつ

・文庫・公門
こうもん

が

展開する。日本最古の学校講堂で，規模，構造

ともに他に類を見ない。講堂は，桁行３間，梁

行２間の身舎を広い庇で囲い，さらにその外

縁に吹き放しの広縁を巡らせて，全体を桁行

７間，梁行６間とする。身舎の外周に花頭窓を

配し，南北面中央間に扉を開く。堂々たる建築

架構は仏教建築に前例があり，講堂は僧侶の

説教や経典講義の場であった。しかし，いわゆ

る教室となる建築の前例が乏しい時代にあって，広く等しく庶民の子弟が学ぶ空間の

設計は容易ではなかった。内室は欅の丸柱で，柱や長押，床板等木部は全て拭漆塗り

で仕上げており，学校内でも特に上質の建材が用いられている。 

入母屋造の屋根は備前焼瓦で葺かれ，錣葺き二段の立面は美しい比例をとり，建築

全体に堂々たる規模と落ち着きを与える。妻飾りを塗り込めるのも仏教建築との違い

を意識した意匠である。野地板の丁寧な仕上げは谷間の風雨に対する耐久性を考慮し

た工夫であろう。講堂では毎月１と６の日に，教授役による四書（『大学』・『中庸』・

『論語』・『孟子』）の講釈が行われ，儀式と講義，講読の場であった。 

  

②②  小小
しょう

斎斎
さい

  

藩主が臨学した際に使用され，浴室と雪隠を置いている。数奇屋風の建造物で，小

さな床の間が付属する。藩主の随行者のための施設は省かれ，小規模にして簡素であ

る一方，建材には上質のものが用いられている。 

  

③③  習習
しゅう

芸芸
げい

斎斎
さい

及及びび飲飲
いん

室室
しつ

   

  講堂と比べて質素に作られ，松材が使用さ

れる。習芸斎は毎月３と８の日に読書師によ

る五経や賢伝等の講釈に使用された。 

付属する玄関は，小斎への藩主の御成玄関

としての性格を持つ。飲室は休憩所であり，

湯茶を喫することができた。生徒は飲室の出

入り口から講堂を利用した。中央に炉が切ら

れており，防火のため炭火以外での使用を禁

止する文言が囲い石の上面に刻まれている。

土間の片側には石造りの流しが設置されて

いる。 

写写真真 22--1111  講講堂堂((右右))小小斎斎（（左左））  

写写真真 22--1122  習習芸芸斎斎（（右右））飲飲室室（（左左）） 
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方形をなしており，正面３間には各間に桟
さん

唐
から

戸
と

を入れ，東西側面には花
か

頭
とう

窓
まど

を置く。 

儒学の祖である孔子の像が安置される最も

重要な建造物であり，整備も建造物群の中では

早期の貞享元(1684)年に行われた。東階・西階

が中庭と大成殿を繋いでおり，聖廟が単独では

なく，複数の建造物が整然と配置されている点

が特徴的である。中央軸線上に建造物が位置す

るのではなく，軸線を挟んで左右に２つの建造物が並び，それぞれに通路（東階・西

階）を設ける点は，儒教の教えに基づく。備前焼の瓦が採用されており，床は亀甲型

の黒燻の瓦塼が敷かれる。 

  

⑦⑦  聖聖廟廟  厨厨
くり

屋屋
や

，，繁繁
けい

牲牲
せい

石石
せき

 

いずれも儒教の儀式を行うための施設である。厨屋は釈菜の際に祭壇へ供える供物

を調理した場所で，内部は土間とし，北側と西側に棚を設ける。繁牲石は祭事の際に

生贄の動物を供えるための石柱で，形式的な施設である。旧閑谷学校では現在でも，

秋に釈菜が行われている。 

  

⑧⑧  聖聖廟廟  文文庫庫 

  西階の西にある建造物で，腰に低くなまこ瓦を貼る。両開きの土戸と片引きの土戸

を立て，内部床は拭板張である。２段の書棚を設けている。 

  

⑨⑨  聖聖廟廟  外外門門，，練練塀塀，，石石階階  
  四脚門の外門は聖廟の正門で，軒内に那智黒石を敷きつめている。外門の左右から，

聖廟を囲う練塀が設置されている。塀の高さは約 1.6ｍで，外門の南側には広庭から

至る 19 級の石階が設置されている。 

写写真真 22--1133  聖聖廟廟  
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((22))主主たたるる構構成成要要素素                                ※※PP4433 表表 22--22 参参照照  

アア    当当初初建建造造物物  

①①  講講堂堂  

  敷地西側に所在し，広間式の講堂を中心に

して，小
しょう

斎
さい

・習
しゅう

芸
げい

斎
さい

及び飲
いん

室
しつ

・文庫・公門
こうもん

が

展開する。日本最古の学校講堂で，規模，構造

ともに他に類を見ない。講堂は，桁行３間，梁

行２間の身舎を広い庇で囲い，さらにその外

縁に吹き放しの広縁を巡らせて，全体を桁行

７間，梁行６間とする。身舎の外周に花頭窓を

配し，南北面中央間に扉を開く。堂々たる建築

架構は仏教建築に前例があり，講堂は僧侶の

説教や経典講義の場であった。しかし，いわゆ

る教室となる建築の前例が乏しい時代にあって，広く等しく庶民の子弟が学ぶ空間の

設計は容易ではなかった。内室は欅の丸柱で，柱や長押，床板等木部は全て拭漆塗り

で仕上げており，学校内でも特に上質の建材が用いられている。 

入母屋造の屋根は備前焼瓦で葺かれ，錣葺き二段の立面は美しい比例をとり，建築

全体に堂々たる規模と落ち着きを与える。妻飾りを塗り込めるのも仏教建築との違い

を意識した意匠である。野地板の丁寧な仕上げは谷間の風雨に対する耐久性を考慮し

た工夫であろう。講堂では毎月１と６の日に，教授役による四書（『大学』・『中庸』・

『論語』・『孟子』）の講釈が行われ，儀式と講義，講読の場であった。 

  

②②  小小
しょう

斎斎
さい

  

藩主が臨学した際に使用され，浴室と雪隠を置いている。数奇屋風の建造物で，小

さな床の間が付属する。藩主の随行者のための施設は省かれ，小規模にして簡素であ

る一方，建材には上質のものが用いられている。 

  

③③  習習
しゅう

芸芸
げい

斎斎
さい

及及びび飲飲
いん

室室
しつ

   

  講堂と比べて質素に作られ，松材が使用さ

れる。習芸斎は毎月３と８の日に読書師によ

る五経や賢伝等の講釈に使用された。 

付属する玄関は，小斎への藩主の御成玄関

としての性格を持つ。飲室は休憩所であり，

湯茶を喫することができた。生徒は飲室の出

入り口から講堂を利用した。中央に炉が切ら

れており，防火のため炭火以外での使用を禁

止する文言が囲い石の上面に刻まれている。

土間の片側には石造りの流しが設置されて

いる。 

写写真真 22--1111  講講堂堂((右右))小小斎斎（（左左））  

写写真真 22--1122  習習芸芸斎斎（（右右））飲飲室室（（左左）） 
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⑮⑮  火火
ひ

除除
よけ

山山
やま

 

  講堂と学房の間に築かれた小丘である。学舎や学房（寄

宿舎）からの出火が講堂等に及ばないようにするため，防

火の目的で作られた。袖部には石垣が積まれ，火災発生時

に樹木による類焼を防ぐため，上部には樹木がない。 

  

  

⑯⑯  泮泮
はん

池池
ち

   

  校門から約 50ｍ南，石塀と平行して一直線につくられた

長方形の池である。天子の学校には四周に水を巡らすのに

対し，諸侯の学校にはその半分の池を設けるという中国古

代の制にならって設置された。岡山県立閑谷高等学校時代

には運動場に使用するために大半が埋められていたもの

を，元の池に整備した。現在の石組みは大正期のものであ

るが，池の上に架かる石橋は近世当時のものである。 

  

⑰⑰  椿椿
つばき

山山
やま

 

  池田光政の遺髪・髭・爪・歯を納めた供養塚が

あり，その南一体には椿が植えられる。供養塚は

椿谷又は御
ご

納
なっ

所
しょ

とも呼ばれる。供養塚の背後を取

り巻くように，曲線を描く精緻な石垣が積まれる。

直径８ｍ，高さ２ｍの盛土は，碗を伏せたような

半球形であり，その周囲を花崗岩の角柱で玉垣風

に取り囲む。学校完成の翌年，元禄 15(1702)年に

造営された。 

  

⑱⑱  黄黄
こう

葉葉
よう

亭亭
てい

 

  閑谷学校の教授，武元
たけもと

君
くん

立
りゅう

が有
あり

吉
よし

行蔵
ぎょうぞう

とともに

遊息の場として設けた茶室。閑谷学校を訪れる文

人を遇す施設でもあったと見られる。屋根は宝形

造の茅葺で，室は四畳半で中央に炉を切り，南壁

に円窓を設ける。 

  

  

  

  

  

  

  

写写真真 22--1177  椿椿山山  

  

写写真真 22--1166  火火除除山山  

写写真真 22--1188  黄黄葉葉亭亭  
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⑩⑩  校校門門（（鶴鶴
かく

鳴鳴
めい

門門
もん

））附附左左右右練練塀塀，，石石橋橋 

  別名「鶴鳴門」ともいう。石塀に開かれていた５つの門の中で最大で，聖廟の表門

であるとともに，閑谷学校の正門である。中心となる切妻造の部分の左右に付属屋が

配置される。花頭窓があり，屋根には鯱をのせ，中国風の建造物である。泮
はん

池
ち

にかか

る附の石橋は，切石を用いた精巧な造りである。 

  

⑪⑪  閑閑谷谷神神社社((旧旧閑閑谷谷学学校校芳芳烈烈祠祠）） 

  津田永忠が閑谷学校の永続を願って，池田光

政とその祖先を祀った建造物で，貞享３(1686）

年に完成した。孔子を敬うように聖廟より一段

低い敷地に小さく造られている。光政の諡をと

って芳烈祠，又は東御堂とも呼ばれる。明治８

(1875)年に県社として閑谷神社と名を改め，学

校から独立した。このため，各建造物の名称も，

本殿の他は，中庭から拝殿へ，階から幣
へい

殿
でん

へ改

められている。 

  

⑫⑫  閑閑谷谷神神社社  神神庫庫((庫庫)) 

  拝殿の西に建てられており，両開きの土戸と前室が設けられている。前室と庫室の

境にも，両開きの土戸が建てられており，前室は瓦敷，庫室は板張りである。南面に

高窓が設けられている。 

  

⑬⑬  閑閑谷谷神神社社  中中門門((外外門門))，，練練塀塀，，石石階階 

  四脚門の中門から，閑谷神社を囲うように練塀が設置されている。備前焼瓦の瓦当

部分には池田家の家紋である揚羽紋が用いられているが，使用されているのは閑谷神

社の関連施設だけである。中門の南側には 13 級の石階が設置されている。 

  

⑭⑭  石石塀塀附附飲飲室室門門  

  旧閑谷学校の建造物を取り囲む石築塀で，閑

谷学校の正面にあたる南側の石塀では，主要建

造物の前面に５棟の門を開いている。特に南側

平坦地の石塀は切石を巧みに組み合わせ，断面

はカドがとれたかまぼこ型になっている。基礎

は地盤の状況に応じて地山の岩盤から直接積

み上げるか，捨石を置いた上に築くなどしてい

る。長さはかまぼこ型の石塀が 456ｍで，校地

裏側にある丘陵中腹の斜面を利用してやや簡

易に築造された部分等も含めると総延長が約 769ｍになる。元禄 14(1701)年に着工し

た。 

    

写写真真 22--1155  石石塀塀  

写写真真 22--1144  閑閑谷谷神神社社  
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⑮⑮  火火
ひ

除除
よけ

山山
やま

 

  講堂と学房の間に築かれた小丘である。学舎や学房（寄

宿舎）からの出火が講堂等に及ばないようにするため，防

火の目的で作られた。袖部には石垣が積まれ，火災発生時

に樹木による類焼を防ぐため，上部には樹木がない。 

  

  

⑯⑯  泮泮
はん

池池
ち

   

  校門から約 50ｍ南，石塀と平行して一直線につくられた

長方形の池である。天子の学校には四周に水を巡らすのに

対し，諸侯の学校にはその半分の池を設けるという中国古

代の制にならって設置された。岡山県立閑谷高等学校時代

には運動場に使用するために大半が埋められていたもの

を，元の池に整備した。現在の石組みは大正期のものであ

るが，池の上に架かる石橋は近世当時のものである。 

  

⑰⑰  椿椿
つばき

山山
やま

 

  池田光政の遺髪・髭・爪・歯を納めた供養塚が

あり，その南一体には椿が植えられる。供養塚は

椿谷又は御
ご

納
なっ

所
しょ

とも呼ばれる。供養塚の背後を取

り巻くように，曲線を描く精緻な石垣が積まれる。

直径８ｍ，高さ２ｍの盛土は，碗を伏せたような

半球形であり，その周囲を花崗岩の角柱で玉垣風

に取り囲む。学校完成の翌年，元禄 15(1702)年に

造営された。 

  

⑱⑱  黄黄
こう

葉葉
よう

亭亭
てい

 

  閑谷学校の教授，武元
たけもと

君
くん

立
りゅう

が有
あり

吉
よし

行蔵
ぎょうぞう

とともに

遊息の場として設けた茶室。閑谷学校を訪れる文

人を遇す施設でもあったと見られる。屋根は宝形

造の茅葺で，室は四畳半で中央に炉を切り，南壁

に円窓を設ける。 

  

  

  

  

  

  

  

写写真真 22--1177  椿椿山山  

  

写写真真 22--1166  火火除除山山  

写写真真 22--1188  黄黄葉葉亭亭  
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⑩⑩  校校門門（（鶴鶴
かく

鳴鳴
めい

門門
もん

））附附左左右右練練塀塀，，石石橋橋 

  別名「鶴鳴門」ともいう。石塀に開かれていた５つの門の中で最大で，聖廟の表門

であるとともに，閑谷学校の正門である。中心となる切妻造の部分の左右に付属屋が

配置される。花頭窓があり，屋根には鯱をのせ，中国風の建造物である。泮
はん

池
ち

にかか

る附の石橋は，切石を用いた精巧な造りである。 

  

⑪⑪  閑閑谷谷神神社社((旧旧閑閑谷谷学学校校芳芳烈烈祠祠）） 

  津田永忠が閑谷学校の永続を願って，池田光

政とその祖先を祀った建造物で，貞享３(1686）

年に完成した。孔子を敬うように聖廟より一段

低い敷地に小さく造られている。光政の諡をと

って芳烈祠，又は東御堂とも呼ばれる。明治８

(1875)年に県社として閑谷神社と名を改め，学

校から独立した。このため，各建造物の名称も，

本殿の他は，中庭から拝殿へ，階から幣
へい

殿
でん

へ改

められている。 

  

⑫⑫  閑閑谷谷神神社社  神神庫庫((庫庫)) 

  拝殿の西に建てられており，両開きの土戸と前室が設けられている。前室と庫室の

境にも，両開きの土戸が建てられており，前室は瓦敷，庫室は板張りである。南面に

高窓が設けられている。 

  

⑬⑬  閑閑谷谷神神社社  中中門門((外外門門))，，練練塀塀，，石石階階 

  四脚門の中門から，閑谷神社を囲うように練塀が設置されている。備前焼瓦の瓦当

部分には池田家の家紋である揚羽紋が用いられているが，使用されているのは閑谷神

社の関連施設だけである。中門の南側には 13 級の石階が設置されている。 

  

⑭⑭  石石塀塀附附飲飲室室門門  

  旧閑谷学校の建造物を取り囲む石築塀で，閑

谷学校の正面にあたる南側の石塀では，主要建

造物の前面に５棟の門を開いている。特に南側

平坦地の石塀は切石を巧みに組み合わせ，断面

はカドがとれたかまぼこ型になっている。基礎

は地盤の状況に応じて地山の岩盤から直接積

み上げるか，捨石を置いた上に築くなどしてい

る。長さはかまぼこ型の石塀が 456ｍで，校地

裏側にある丘陵中腹の斜面を利用してやや簡

易に築造された部分等も含めると総延長が約 769ｍになる。元禄 14(1701)年に着工し

た。 

    

写写真真 22--1155  石石塀塀  

写写真真 22--1144  閑閑谷谷神神社社  
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２２..１１..３３  咸咸宜宜園園  

指指定定名名称称 咸宜園跡 

保保護護・・文文化化遺遺産産のの種種類類 記念物（史跡） 

教教育育遺遺産産のの類類型型 私塾 

指指定定等等にによよりり保保護護さされれてていいるる面面積積 6,647 ㎡ 

（（11））概概要要  

 儒学者廣
ひろ

瀬
せ

淡
たん

窓
そう

は，幕府領である豊後国日田

の地に漢学を学ぶ私塾を創設した。成章舎，桂

林園と名を変え，文化 14（1817）年，淡窓は，

豆田町から南に 400ｍほど離れた堀田村に塾を

移し，「咸宜園」を開いた。年齢や学歴,身分に

関わらず，塾生を受け入れる「三
さん

奪
だつ

法
ほう

」による

平等主義や塾生の毎月の学業成果を評価し序列

化した「月
げっ

旦
たん

評
ひょう

」による実力主義など独自の教

育システムを設けた。明治 30（1897）年の閉塾ま

でに 5,000 人を超える門人を輩出し，その中に

は出身地に帰り教育者となる者も多く，庶民教育の裾野を拡大した。 

 咸宜園は当初，豆田町と在郷町の隈
くま

町
まち

を結ぶ街道（別称：豆
まめ

隈
くま

大道
おおみち

）の西側の敷地

で開塾し（西家），通り向こうには伯父夫婦が隠宅「 秋
しゅう

風
ふう

庵
あん

」を構えていた。淡窓は咸

宜園を開いた頃の様子を伝える｢卜居
ぼっきょ

｣という五言古詩を作っているが，漢詩には塾舎

の様子や，小規模な圃があり，庭には菊や蘭が植えられていたことが詠まれている。  

塾生の増加に伴って，文政７（1824）年には通りを隔てた隠宅がある東側（東家）に

敷地を拡げ，塾舎などを増築していった。その過程で，東側の「秋風庵」も敷地内に

含まれることになった。嘉永年間（1848〜54）には大小 15 棟を超える建造物が敷地内

に存在していたことが古絵図や発掘調査などで明らかとなっている。東西に長い約

900 坪の敷地には，居宅のほか，講堂と寮舎が一体となった建造物が存在していた。 

東西の塾は，街道を隔てて東西の敷地に分かれ，淡窓は東家・西家と区別していた。

しかし，それらの性格は時期により異なるため明確ではない。東家側は，現存する秋

風庵（居宅）や遠
えん

思
し

楼
ろう

（書斎）のほかに，講堂や東塾（寮舎）が位置し，招隠
しょういん

洞
どう

・梅
ばい

花
か

塢
う

（居宅・客間・書斎）などが点在していた。塾主家が生活する敷地と塾生の学びの場や

生活を行う敷地（キャンパス）は植栽で明確に画され，東家側全敷地の３分の１を占め

ていた。 

西家側では，開塾当初に建設された考槃楼
こうはんろう

と西塾に加え，弘化４(1847)年頃に南塾・

南楼と呼称される２階建ての塾舎が新設された。この南塾・南楼は現存しないが，後

の古絵図でみる限りは園内で唯一，おそらく敷地の制約から南北方向に棟を置く建造

物であった。塾主家の東家と異なり，西家は塾主の後継や都講の役職にある人物の居

宅として使用されている。西家の塾舎，西塾には，他の塾生とは区別されて都講や主

簿(会計)などが居住した。 
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⑲⑲  石石門門  

  学校の南約１km のところにあり，２本の石柱が立つ。創建時の高さは 3.3ｍであっ

たが，付近の造成によって，現在の高さは１ｍほどである。「閑谷学図」では石柱の両

袖に柴垣が描かれている。 

  

⑳⑳  津津田田永永忠忠宅宅跡跡 

  閑谷学校創設にかかわった津田永忠の居宅跡。津田永忠は閑谷学校建造のため，閑

谷の地に住むことを願い出て，寛文 13(1673)年に，岡山から閑谷に居を移した。閑谷

学校から東へ 300ｍ程度に位置する。現在は水田となっており，石垣が残る。武元君

立「閑谷学図」（重要文化財），頼山陽「黄葉亭記」（重要文化財）には２棟の藁屋が描

かれており，文化・文政の頃までは何らかの建造物が建っていたとみられる。 

  

イイ  復復元元建建造造物物  

      閑谷学校において，構成要素のなかに復元建造物は含まれていない。 

  

（（33））  関関連連建建造造物物  

   岡山藩郷校としての閑谷学校は明治３（1870）年に閉鎖されたが，明治６（1873）年に

閑谷精舎として再開した。その後，明治 37（1904）年に校名が私立中学閑谷黌に改めら

れ，翌年に本館が落成した。寄棟造で桟瓦葺の木造２階建校舎で，昭和 39（1964）年

に県立和気高等学校閑谷校舎が廃止されるまで使用された。 

校舎は平成７（1995）年から閑谷学校資料館として活用され，閑谷学校伝来の資料を

展示している。平成 13（2001）年に登録有形文化財に登録された。 

  


